















The Philosophical Roots of George H. Mead's Social Self in German Idealism:










編集，刊行される講義録（Mead  ［2008］  2016など）は，過去の出版物では汲みつくされ
ていないオリジナリティあふれる彼の思想の片鱗を，新鮮な形で提供しつづけている。




承者として口承伝統（oral tradition）のあり方を語っている （Blumer  ［1969］  1986＝1991; 



















































































































































































自身は理解しているようである（本論 pp. 23―24, n. 7; Mead 1936: 125＝1994:上，238など ; 
Schelling 1856―1861，2006―2011など ; 八幡 2017）。
　その後，シェリングの諸著作に遅れて主著『精神現象学』を上梓したヘーゲルがその序

































































2） 論者はかねがねミードの social self論を「社会的自己」論と訳してきた。しかしフィヒテをは
じめとするドイツ観念論哲学者の Ichは慣例に従って自我と訳す。自我（Ich）と非我（Nicht-Ich）



































































































ち思考の経験という観点からあつかおうとする。（Mead 1936: 86―87＝1994: 上 , 181）
8） 正確にいえば，本書は1928年講義録の「19世紀の思想動向」を本文に，「19世紀のフランス














































































関するアンチノミーに交えてあっさりと言及されている（Whitehead & Russell ［1910―1913］ 
1925―1927＝ 1988; Bateson 1972＝ 1991; Kant ［1781, 1804］ 1971: A430，B458＝ 2014: 下，140; 
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